
 平成 28 年西日本福祉機器展排泄相談の概要 

１． 相談数 20 件 

２． 相談者 

本人 家族 ケアスタッフ ケアマネ 福祉用具 

販売事業所 

計 

２ 10 ３ １ ４ 20 

３． 相談対象者 

高齢者 障がい者 計 

12 8 20 

４． 相談時間 

～10 分 ～30 計 

５ 15 20 

５． 相談区分（1 度に複数相談あり） 

アウター インナー 失禁パンツ パッド 

ホルダ 

尿器 ポータブル 

トイレ 

その他 計 

9 4 3 2 4 1 9 32 

【その他の相談区分】 

 ・衣服 

 ・食具 

 ・ベッド 

 ・住宅改修 

 ・トイレ環境 

 ・スキンケア 

 

６． 相談内容 

 ・おむつの当て方 

 ・握力、巧緻性の低下があるためトイレが間に合わない。着脱しやすい市販の服や服の 

リフォームについて 

・おむつからの尿漏れ 

・布団で休んでいるが、立ち上がりが困難で夜間のトイレが間に合わない。 

・おむついじり 

・ベビー用のスーパービッグが窮屈になり、おむつ選びに困っている（障害児） 

・排尿方法の検討。本人は立位による排尿希望するが、尿勢が弱く足元が濡れる。 

・ボクサーパンツタイプの失禁パンツの使用で陰嚢がただれた。 

・終日パンツタイプ使用している。尿意があり日中はトイレ排泄できているが、夜間は 

尿意があるのか？尿器に気づかないのかおむつ全体が濡れている。 

・排尿は自己導尿でしているが、長時間の公共物（トイレがない）で移動の際の失禁・ 

失便が心配。 

・尿意はあるが、時々間に合わないことがある。おむつにした方がいいか、他に対処方法 

があるか？ 

 


